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全日本私立幼稚園連合会 教育研究委員会


	　
　
	　
　
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	Ａ　子どもの人権
	子どもの人権
　
	Ａ１-Ⅰ：子どもと人権教育
・子どもの人権を知る（子どもの人権論）
・Ⅰ～Ⅲを通してノーマライゼーションの理念の理解に基づいた研修を行なうものとする

・さまざまな家庭環境や育ちの子どもへの具体的な対応を実践的に学ぶ
	Ａ１-Ⅱ：子どもと人権教育
・子どもの人権を守る（保育実践の中で子どもの人権を尊重するあり方を研修する）
・さまざまな家庭環境や育ちの子どもへの対応とともに、集団の一員として位置づくための包括的な保育を検討する
・人種や職業等「違いへの対応」について実践的に学ぶ
	Ａ１-Ⅲ：子どもと人権教育
・子どもの人権を守る（社会的な視点においても子どもの人権を保護する意味を考え発信する）
・人権教育論について理論と実践の両面からの理解を進める

・児童憲章や少年法など法制度について仕組みと内容を理解する

・ソーシャルワーク的な対応を理解するとともにその実践を模索する

	
	　
子どもの
　健康と安全
　
　
　
　
　
　
　
　
	Ａ２-Ⅰ：幼児の健康管理（健康ﾁｪｯｸ）
・視診、触診など保育実践での診方を習得する

・学校保健法などに準拠した身体測定や健康管理の仕方を実践的に理解する

・家庭との連絡の仕方を実践的に理解する（子どもの既往症、持病、アレルギーなどの把握と配慮）

・健康や衛生指導を一層進める指導法の習得
	Ａ２-Ⅱ：幼児の健康管理（健康管理実践）
・家庭、保護者への生活習慣の指導法を研修する

・食育（栄養管理や食事の大切さ楽しさ）の実践について学ぶ

・園医等との連携のあり方を検討し、その具体的対応を研修する


	Ａ２-Ⅲ：幼児の健康管理（健康衛生対処法）
・伝染病への対処を習得する

・施設の衛生や薬品管理の法制度と実践の習得

・幼児の生活環境に関する分析と提言を行なう

	
	
	Ａ３-Ⅰ：子どもの安全
・救急法（ケガや心肺蘇生法等）を習得する

・安全指導や安全管理について、自園の安全管理マニュアルの手法を確認しながら実践に生かす

・園内の身近な環境（遊具、園庭）について
	Ａ３-Ⅱ：子どもの安全
・小児保健（疾病含む）と園医との連携を促す

・身近な防災管理、安全確認（遊具施設、設備）ができるように実習していく

・後輩職員等へ安全指導が行なえる


	Ａ３-Ⅲ：子どもの安全
・健康管理の実践にあたって必要な基礎知識を豊富に獲得する

・身近な範囲での防災計画、防災訓練の企画立案を研修する




	
	
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	Ｂ　望ましい教師像
	教師の役割
　
	Ｂ１-Ⅰ：望ましい教師の姿
・自園の伝統にふさわしい教員であるよう努力する

・園また、地域で認められる常識をわきまえ、教養ある自らでいるよう努力する
	Ｂ１-Ⅱ：望ましい教師の姿
・自園の伝統の継承者として後輩の育成に努める

・園の教育目的・教育方針について正しく理解し、後輩のモデルとしての動き、助言ができる
	Ｂ１-Ⅲ：望ましい教師の姿
・自園の伝統の継続と改革に努める

・自園また他園へのアドバイス指導が可能であること

	
	
	Ｂ２-Ⅰ：クラスと園の運営
・自園の教育目標を理解し、園の運営方針に従って担任としての仕事内容を把握・実践する
	Ｂ２-Ⅱ：クラスと園の運営
・自園で年間を見通したクラス運営が積極的にでき、また、後輩のアドバイスや指導が丁寧にできる

・園の方針を正しく理解し、保護者が納得のいく説明や対応ができる

・年間行事の見通しができ、園行事のあり方を工夫検討し、意欲的に展開することができる
	Ｂ２-Ⅲ：クラスと園の運営
・園の教育目標・教育方針について理念的にまた具体的、実践的に正しく、深く全員が確かめ共通の理解ができるよう努める

・時代のニーズに合った教育内容を展開し、保護者のニーズをとらえながら運営を改革していく

	
	
	Ｂ３-Ⅰ：教員の職務と研修
・教員としての自園の分担すべき園務を知り、園務を分担し、責任ある取組と組織の一員としての自分の立場を理解する
	Ｂ３-Ⅱ：教員の職務と研修
・教材の在庫管理ができる

・園の目的がなんであるかについて、明確な見解を持ち、その目的を達成するために必要な事柄を十分に見通す
	Ｂ３-Ⅲ：教員の職務と研修
・組織の運営の管理と改革を努める

・施設の管理と改革・改善

・園内にあるすべての分担すべき園務を知り、適材適所に園務を分担し、適切に実行できる環境を準備する

	
	
	Ｂ４-Ⅰ：指導要録の記載

・記載時に必要な知識を取得し、記録ができるようになる
	Ｂ４-Ⅱ：指導要録の活用

・要録を活用し、一人ひとりをより理解し、次の指導の参考にする
	Ｂ４-Ⅰ：指導要録の管理

・要録を管理する
　

	
	
	Ｂ５：個人情報の取扱い

・園内で定められたルールについて正しく理解しこれを守るように努力する


	・情報の管理をする


	
	
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	Ｃ　教育理論
	子どもの
　発達理論
　
	Ｃ１-Ⅰ：発達理論（基本編）
・2～5歳それぞれの年齢での特徴的な心身の発達を諸側面から理解する
	Ｃ１-Ⅱ：発達理論（生まれてから小学校入学まで）
・生まれてから小学校入学までの内面的(情緒･自我など)な育ちを考える
	Ｃ１-Ⅲ：発達理論（乳幼児期と児童期・思春期以降の関係性）
・乳幼児期の育ちの経験が、児童期・思春期以降にどのような影響を与えるのかを考える
・発達のとらえ方にはどのような考え方があるのか。さまざまな思想や発達論と現代の保育との違いや共通点を歴史的な変遷を含め理解を深める

	
	
	Ｃ２：さまざまな思想・発達論と現代の保育(ﾌﾚｰﾍﾞﾙ、ﾍﾟｽﾀﾛｯﾁ、ﾙｿｰ、倉橋惣三、及川平治、橋詰良一、ﾋﾟｱｼﾞｪ、ｳﾞｨｺﾂｷｰ、ｴﾘｸｿﾝ、ﾜﾛﾝ)と現代の保育を対比しながら考える

	
	保育実践論
　
	Ｃ３-Ⅰ：保育実践論
・3～5歳それぞれの年齢での特徴的な育ちを踏まえた上で、学級運営の進め方と教師の援助のあり方を考える

・さまざまな保育形態や方法について理解を深める
	Ｃ３-Ⅱ：保育実践論
・縦割り(異年齢)、横割り(学齢別)、斜め割り(興味関心別)保育、ティーム保育、預かり保育や満3歳児保育などさまざまな保育形態について、それらがどのような意図や方法で行なわれているかを考える
	Ｃ３-Ⅲ：保育実践論
・協同的な遊びと学びとは何か。環境設定、教師のかかわり方や援助とは何かを考える
・満3歳児保育と4年保育(2歳児保育)の違い、それぞれのカリキュラムのあり方を考える
・諸外国の保育方法、保育形態について理解を深める

・新たな保育形態や方法を模索し、創出する


	
	
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	Ｄ　幼児理解
	子どもの育ちと

記録のとり方

　

　
	Ｄ１-Ⅰ：発達の理解
・子どもの遊びの記録を通して、期や年齢により発達の流れを理解する

・姿を通してどのような環境や援助が必要か考える

　
	Ｄ１-Ⅱ：発達の理解
・記録の中から個と集団の育ちを読み取り、環境の構成や保育の具体的な援助を考える

・協同的な遊びや異年齢の交流の中から、「学ぶもの」について理解する

・園の保育指針と自分の行なっている保育について検討する
	Ｄ１-Ⅲ：発達の理解
・社会の動向を見据え、自園の子どもの姿から年齢や期による発達を見極め、園のリーダーとして、遊びと育ちの系統的な理解をする

・幼小連携の観点から小学校低学年の遊びの内容や育ちを理解する

	
	
	Ｄ２-Ⅰ：育ちの記録（取る）
・一人ひとりの子どもの細かい観察記録が取れる

・観察記録から、明日の保育への課題を見つけ出すためのポイントを理解できる

・わかりやすい観察記録の書き方を他の記録と比較検討しながら学ぶ
	Ｄ２-Ⅱ：育ちの記録（利用する）
・観察記録から、その子のより深い内面までの理解を進める、保育者の共感や洞察力のある記録を書くことができる

・子どもの成長のエピソードがつづられるような記録が書け、それを保育の計画や反省に生かせる

・子どもの育ちを保護者や他の保育者に伝達できる

・一人の子どもの記録だけでなく、集団としての子どもの記録が書けるようになる
	Ｄ２-Ⅲ：育ちの記録（生かす）
・記録を園内研修の事例研究に生かすことができる

・発達の観点から、記録を書いて、分析できる

・自園の教育課程や教育カリキュラムの見直しをする際に、これまでの記録を整理したり、活用したりしながら、適切なアドバイスができる

・自園の保育の記録の取り方を改善していくための研究を、他の保育者をリードしながら行なう

	
	特別支援教育
（含広汎性

発達障がい）
　
	Ｄ３-Ⅰ：障がい児保育理解
・いろいろな障がいの種類と特性を知る

・障がいによっての配慮点を知る

・幼稚園教育における、障がい児保育の必要性を知る


	Ｄ３-Ⅱ：障がい児保育実践
・どのように専門機関や家庭と連携し、得た内容を保育に生かすかを考える
	Ｄ３-Ⅲ：障がい児保育支援
・小学校の受け入れ状況や教育の内容を知り、保護者への指導の方法を考える

・いろいろな障がいに対応できる園環境および園の対応方法を考える

	
	
	Ｄ４：障がい理解教育

・保育の中で、障がい児と他児との関係の配慮点を考える


	　
　
	　
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	　Ｅ　保育の計画と実践
	教育要領と
　指導計画

　
	Ｅ１-Ⅰ：保育現場を踏まえた５領域
・養成校で学んだ幼稚園教育要領を現場の経験を踏まえながら、事例を通してねらい内容に関する理解を深める

・自園のねらい、内容に関する理解を深める
	Ｅ１-Ⅱ：保育現場を踏まえた５領域
・具体的な事例の中でそれぞれの領域の関連性に関する理解を深める

・ねらい内容を踏まえて具体的な指導計画を作成する

・ねらいや内容がどの程度達成できているかについて個々の子どもに対し、自らの保育の振り返りをする
	Ｅ１-Ⅲ：保育現場を踏まえた５領域　
・事例の中から子どもの育ちを読み取り、ねらいや内容がどの程度達成できているかクラス全体、学年全体、園全体で評価し改善点を提言する

・自園のねらいや内容を子どもたちがどの程度達成しているかを評価し、合わせて自らの保育のねらいや内容のあり方を見直す

・幼稚園生活の中で子どもたちが学んでいる内容や方向性を分析、評価し、必要があれば改善する

	
	
	Ｅ２-Ⅰ：教育課程と指導計画の理解
・教育課程と指導計画に対する理解を深める

・自園の教育課程を十分に理解する
	Ｅ２-Ⅱ：自園の教育課程を元にした指導計画の作成
・年間あるいは園生活全体にわたる見通しを持って自園の教育課程・指導計画について十分に理解を深める

・教育課程と自らの指導計画との整合性を考察し、必要であれば改善する

・子どもの育ちの現状から教育課程との整合性を考察する
	Ｅ２-Ⅲ：子どもの実態に基づいた教育課程の編成
・自園の教育課程を自園や社会の子どもの実態を踏まえて検証し、必要に応じて適切な見直しをする

・子どもの将来にわたる発達の見通しに立ち、自園の教育課程を検証し改善、提案する



	
	
	Ｅ３-Ⅰ：指導計画・保育記録の理解と作成
・指導計画に対する理解を深め、月案、週案、日案を実際に作成する

・保育記録に対する理解を深め、実際に記録をとる

・計画、実践、記録、評価、反省という一連の保育の構造、過程を理解する
	Ｅ３-Ⅱ：保育記録に基づいた評価と計画
・期、学期、年間の指導計画を作成する

・記録のさまざまな方法を理解し、記録を幼児理解、自己の保育の向上のために活用する

・エピソードに基づいてカンファレンスを行ないさまざまなとらえ方に触れ、幼児理解や自らの保育を相互に深め、高めあう
	Ｅ３-Ⅲ：園内のリーダーとしての計画・記録・評価の指導
・指導計画立案について適切なアドバイスを行なう

・記録の読み取りと活用について適切なアドバイスを行なう

･自園独自の評価方法を研究し指導する


	
	
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	　Ｅ　保育の計画と実践
	保育の実践
　
	Ｅ４-Ⅰ：領域「環境」と教師の環境構成
・室内環境に関する理解を深め、定期的に点検し見直す

・室外環境に関する理解を深め、定期的に点検し見直す

・身近な自然や動植物に対する理解を深める
	Ｅ４-Ⅱ：園全体の環境構成
・子どもの実態に応じて園内全体の環境をデザインし、のぞましい環境を整える


	Ｅ４-Ⅲ：子どもの発達を見通した環境構成
・園全体の子どもの動線、遊び場空間の実態を把握し検証する

・子どもの発達を見通した望ましい園内の環境を研究する

・現代社会の子どもの育ちの視点から環境構成を整える

･園外の環境を調査し活用したり、地域の文化資源を発掘、活用したりする

	
	
	Ｅ５-Ⅰ：基本的な保育技術の習得
・さまざまな分野の研修を通じて基本的な保育技術を習得し、学んだ内容を実践に活用する
	Ｅ５-Ⅱ：場に応じた保育技術の生かし方
・習得した保育技術を場に応じて活用する

・自らの保育技術の広がりや深まりを検証し、課題に向けて取り組む

・教師間で保育技術を高めあう
	Ｅ５-Ⅲ：保育技術の確立と指導
・保育技術を確立する

・習得した技術を場や対象に応じてアレンジする

・技術だけでは真の幼児理解には限界があることを十分に理解したうえで、園内の保育技術向上の指導者としての立場を確立する

・園内の文化を蓄積、継承、創造する

	
	
	Ｅ６-Ⅰ：各種の教材理解
・さまざまな視点から教材に対する理解を深め、知識や技術を豊かにしていく

・実践の中で教材が適切であったか振り返る
	Ｅ６-Ⅱ：幼児の活動と教材
・子どもの興味・関心、発達、ねらい・内容などといった多角的な視点から保育の場に即した教材を研究する

・独自の教材を創出する
	Ｅ６-Ⅲ：教材研究
・自園の教材研究を指導する

・園内の子どもの発達の道筋に即した教材のプログラムを作成し、発信する

・時代が要請する課題の中で自らの教材観を構築する


	
	
	Ⅰ　初　級
	Ⅱ　中　級
	Ⅲ　上級、主任、設置者・園長

	　Ｅ　保育の計画と実践
	自己点検・

自己評価と研修

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
	Ｅ７-Ⅰ：保育の振り返りと保育の公開
・園内研修やビデオなどを通して自らの保育を検証し、問題点を認識して課題解決に向け努力する

・公開保育に参加してさまざまな保育に触れる

・自信を持って保育参観が行なえるようにポイントを学び、自己課題を明確に持つ
	Ｅ７-Ⅱ：保育を伝える・学ぶ・広げる
・自らの保育を語れる保育観を構築する

・他者の保育から、自己の保育を振り返る

・保育の公開場面で教師間で援助しあい、高めあう。

・小学校教育に対する理解を深める
	Ｅ７-Ⅲ：保育の公開と交流
・公開保育を計画、実施、その成果を分析して課題を明確にする

・保育を公開できるような開放的な職場作りを日々の中で実践する

・保護者、小学校、社会に向けて、幼稚園教育の中での子どもの育ちを発信していく

	
	
	Ｅ８-Ⅰ：自己点検と自己課題の発見
・園独自の点検、評価の方法により自らの保育を検証する

・自分の保育の特徴や課題を知り解決に向けて努力する
	Ｅ８-Ⅱ：自己点検と学年・グループにおける保育の改善
・自らが歩んできた保育を今一度振り返り、今後の保育のあり方を考察する

・自らの保育にとどまらず、学年など枠を広げた保育の検証を行ない、必要に応じて改善していく
	Ｅ８-Ⅲ：園としての保育の自己点検、評価、目標設定
・園全体の保育を評価し、課題の解決に向けてリーダーシップをとりながら具体的に指導していく

・園独自の点検・評価表を作成する

	
	
	Ｅ９-Ⅰ：保育のレベルアップを目指して
・現場の日々の保育の振り返りの積み重ねの中で、向上心を持って基本的な保育技術を習得する

・積極的に自らの保育を公開し、アドバイスを受ける

・研修から学び取ったものを実践に生かしていく。

・外部研修（新任者研修など）に積極的に参加する
	Ｅ９-Ⅱ：学び続ける保育者として保育リーダーとして
・自園の保育に対する課題意識をもち、園内研修の担い手となる

・改善に対して具体的に初任者に提案する

・外部研修に積極的に参加する
	Ｅ９-Ⅲ：学び続ける保育者集団を目指して
・社会全体の今日的な問題意識の中で園内研修プログラムを立案、評価、指導する

・第三者評価について研究する

・園内研修のあり方についての研究をする

・外部研修（１０年経験者研修など）に積極的に参加する

・保育のアドバイザー的役割を担う人材を育成する。

・園外の社会資本を発掘し活用する。

・園内のリソースと園外のリソースを結びつける
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	　Ｆ　地域、家庭支援、教育相談
	　
保護者との
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	Ｆ１-Ⅰ：保護者とのコミュニケーション
・保護者とのコミュニケーションの方法にはどんなものがあるか。またその際、留意すべきこと、マナー等を知り、保護者との信頼関係を築くための手がかりを学ぶ
	Ｆ１-Ⅱ：保護者とのコミュニケーション
・園や学級の教育方針等を文章で的確に分かりやすく伝える伝達や表現方法について学ぶ
	Ｆ１-Ⅰ：保護者とのコミュニケーション
・園内のリーダーとして保育についての共通理解を図るためにはどのような配慮が必要か。また職場の保育者が抱える困難な問題にどのようにかかわったらよいかなど、事例を通して学ぶ

	
	
	Ｆ２-Ⅰ：保護者の気持ちの受け止め方
・保護者とのスムーズな関係づくりのために必要なことは何か。表情、態度、ことば使い等、人間関係づくりの第一歩を考える
	Ｆ２-Ⅱ：保護者の気持ちの受け止め方
・保育、教育に関する相談にはどんなものがあるか、その際の対応方法や留意点を学ぶ


	Ｆ２-Ⅲ：保護者の気持ちの受け止め方
・保育、教育相談および家庭支援の実践について、実践例を通して理解を深め、実践に活用する

	
	　
家庭教育における保護者支援

　
	Ｆ３-Ⅰ：家族の姿の現状を知る
・生育暦や生育環境の聞き取り方を学び、どのように保育に生かしたらよいかを考察する

・生得性と獲得性について学び、幼児理解に役立てる

・虐待、ネグレクトとは何かを学ぶ
	Ｆ３-Ⅱ：家族の姿の現状を知る
・親子支援とはどのような場合に必要なのか、どのような配慮をすべきなのかといった具体的な問題を取り上げ、保育の中に生かす方法を探る

・虐待、ネグレクトの可能性、徴候等捉え、子どもを救出する方法を学ぶ
	Ｆ３-Ⅲ：家族の姿の現状を知る
・親を勇気づけるためにどのような働きかけが有効か、どんな点に配慮すればよいかを学び、実践に生かす

・親と教師また親同士の共助システをどのように構築すればよいかを学び、自園でできるシステムを工夫する

・虐待、ネグレクトに関して関連機関との連絡、協力体制を構築する

	
	
	Ｆ４-Ⅰ：子どもへの接し方
・ほめ方、叱り方等、保育にあたっての必要不可欠な指導、援助のあり方を事例を通して学ぶ

・カウンセリングマインドとは何かを理解し実際の保育に生かす事例に接する
	Ｆ４-Ⅱ：子どもへの接し方
・個々の子どもの家庭生活について理解を深め、問題がある場合には保護者に対してどのようなかかわりが必要かを事例を通して考察する

・カウンセリングマインドを生かした事例に学んで実践する
	Ｆ４-Ⅲ：子どもへの接し方
・カウンセリングマインドを実際の保育場面で生かすために、経験の浅い保育者に対してどのような指導を行なえばよいのか、自園に適した方法を探る
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	　Ｆ　地域、家庭支援、教育相談
	　
地域との連携

　
	Ｆ５-Ⅰ：地域社会との交流を考える
・子どもの育ちに関して地域社会がどのように関与しているか、また関与すべきなのかを学び地域社会との交流の意義を理解する
	Ｆ５-Ⅱ：地域社会との交流を考える
・地域社会との交流はどのように実践されるべきか、具体的な方法論を探る

・地域の知的、教育的資源を自園に取り入れること、また自園の資源を地域の中で活用することの意味、意義、方法を学ぶ
	Ｆ５-Ⅲ：地域社会との交流を考える
・地域社会との交流が子どもの育ちに役立つ面、逆に幼稚園が地域の活性化に役立つ点を考え、プランを作る

・地域にどのような諸機関、各種団体が存在するかを知り、それらとの望ましい連携方法を考える

・地域の幼児教育センター構想の実現に向かってプランを作る

	
	
	Ｆ６-Ⅰ：幼保小の連携
・連携の必要性を学ぶ

・自園の保育、教育観、方針、方法等を改めて理解し直す
	Ｆ６-Ⅱ：幼保小の連携
・連携の具体的な方法と自己の役割について考える

・子どもの育ち、学びの連続性、不連続性を考える

・幼稚園と家庭、地域という3つの生活圏が子どもの育ちにとってどのように有効であるのかを学び、その再生をめざす
	Ｆ６-Ⅲ：幼保小の連携
・自園の環境、教育方針等の条件を考慮して保、小に対する働きかけのスタンスを構想する

・保、小への発信の具体的方法を探りながら、自園のメンバーに対して一層の共通理解を呼びかけるための方法論を作る

・幼児期から児童期への発達を、生涯発達の過程としてとらえ、その望ましいあり方、援助の仕方を考える
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